
１．施策を構成する主な事業（対象事業５８事業）

（１） 平成22年度の支出負担行為計画執行実績（詳細：別紙３）

執 行 率 ※ 事 業 数 合計に占める割合

８０％以上 50 86.2%

５０%以上～８０%未満 7 12.1%

５０％未満 1 1.7%

合　計 58 100.0%
※執行率＝（第1～第4四半期実績累計額）／（第1～第4四半期予定累計額）

（１） 平成22年度の支出負担行為計画執行実績（詳細：別紙３）

○ 文部科学本省共通費及び文化庁共通費の執行率 ※ （単位：百万円）

区　　　　　　分 旅　費 庁　費

 Ａ　文部科学本省共通費 86% 86% 

 Ｂ　文化庁共通費 85% 92% 

 Ｃ　文部科学省所管 86% 87% 

（予定額＝第1～第4四半期予定累計額、実績額＝第1～第4四半期実績累計額）

※執行率＝（第1～第4四半期実績累計額）／（第1～第4四半期予定累計額）

（２） 分析

支出負担行為に関する計画の執行実績（平成22年度実績）

計

○ 取組概要

　 政策評価体系における各施策目標を構成する主な事業（詳細：別紙２）や事務経費の

　四半期毎の支出負担行為予定額について月次で進捗を管理、実績を報告。

（実績額3108／予定額3621）

（２） 分析

　全５８事業のうち５０事業について執行率が８０％に達している。
　未執行額が発生した事業における主な要因としては、委託費や補助金について、公募の結
果、契約金額または交付決定額が予定を下回ったこと等が挙げられる。
　なお、執行率が８０％未満の事業は次の８事業である。（詳細：別紙１）
　①計画変更に伴う繰越しを行ったもの（１事業）
　　 ・革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築
　②当初の予定よりも採択件数や契約金額が少なかったこと等によるもの（５事業）
　　 ・青少年を取り巻く有害環境対策の推進
　　 ・学校運営支援事業の推進（コミュニティ・スクール等）
　　 ・大学における教員の現職教育への支援等
　　 ・日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人育成事業
　　 ・ライフサイエンスに関する安全の確保及び生命倫理への取組
　③事業の一部を実施しなかったことによるもの（２事業）
　　 ・子どもの生活習慣づくり支援事業
     ・「『生きる力』をはぐくむ防災教育の展開」の改訂

　事務経費においては、文部科学本省共通費の旅費の類（２目）、庁費の類（４目）、並び
に文化庁共通費の職員旅費、庁費の類（２目）を対象にしている。

（実績額426／予定額464）

（実績額3534／予定額4085）

　事務経費の執行実績は所管全体で旅費の類が８６％、庁費の類が８７％に達したところで
あるが、特に庁費の類において未執行額が発生した。未執行額が発生した主な要因として
は、タクシー使用料及び会場借料を節減した結果によるもの等が挙げられる。

　　執行率８０％以上
　　５０事業約８５％

予定額  150
実績額  128

予定額    2
実績額    2

予定額  152
実績額  130

予定額   3472
実績額   2979

予定額    461
実績額    424

予定額   3933
実績額   3403

２．事務経費

資料１－１



区分 NO 施策目標名 計画作成対象事業名 担　当　局 予　算　額
支出負担行為
計画額

第1～4四半期
実績累計額

（出納整理期間を含む）

執　行　率 執行率が８０％を下回った理由等

本年度実施した「子どもの生活習慣づくりに関する家庭や企業の認識度及び課題分析調査」の
データを活用し、企業向けの啓発資料を作成する予定であったが、より総合的な分析を加えた
効果的な資料とすべきとの検討会議での意見を踏まえ、その作成・印刷・製本、発送について
は、翌年度以降に検討していくこととしたこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約２５百万円】
第３四半期までに発生した未執行額については執行を行わなかった。

③

子どもの生活習慣づ
くり支援事業

家庭の教育力の向上5 61.7%61,31199,30899,308

②

委託件数及び契約価格が予定を下回ったこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約４９百万円】
第３四半期までに発生した未執行額については執行を行わなかった。

スポーツ・
青少年局

青少年を取り巻く有
害環境対策の推進

青少年の健全育成 159,603 159,603 85,012 53.3%

①

　※網掛けは、第3四半期実績において進捗率８０％を下回っている事業（第4回チーム会合報告）

14
魅力ある優れた教員
の養成・確保

大学における教員の
現職教育への支援等

本事業は、学校における防災教育・防災管理のための教職員用参考資料を改訂し、印刷・発送
するものであり、協力者会議を開催のうえ冊子原稿をとりまとめた。しかし、このたびの東日
本大震災に関する内容について盛り込む必要があると考えられることから、その印刷、発送に
ついては、翌年度以降に改めて検討していくこととしたこと等のため。

12

現地調査等が予定を下回ったこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約６百万円】
なお、このうちの約０．５百万円については、遺伝子組換え生物等の使用等の規制に関する法
律に基づく申請があり、審査の必要が生じたため、必要経費として執行した。

50,442

21,910

スポーツ・
青少年局

「『生きる力』をは
ぐくむ防災教育の展
開」の改訂

健やかな体の育成及
び学校安全の推進

生涯学習政
策局

科学技術が及ぼす倫
理的・法的・社会的
課題への責任ある取
組の推進

研究振興局

日中韓等の大学間交
流を通じた高度専門
職業人育成事業

25
ライフサイエンスに
関する安全の確保及
び生命倫理への取組

高等教育局
大学などにおける教
育研究の質の向上

21

初等中等教
育局

次世代スーパーコンピューターシステムの開発整備にあたって要する消耗品（冷却水用フレキ
管）について、交換・補修が必要となったことから計画変更を行い、来年度に繰越したこと等
のため。

研究振興局

印刷製本費、会場借料の節減等により会議に要した経費が予定を下回ったこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約６６百万円】
なお、このうち約４百万円については、第４四半期に実施した協議会の出席者が予定を上回っ
たため、必要経費として執行した。

44,383,580 44,383,580

初等中等教
育局

58.0%

500,000

交付申請額が予定を下回ったこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約６９百万円】
第３四半期までに発生した未執行額については執行を行っていない。

大学からの申請額が予定を下回ったこと等のため。

【第４回チーム会合での指摘金額：約１２０百万円】
なお、このうちの約１５百万円については、選定大学から、新たな課題への対応や更なる発展
を目指して取組内容を見直すための変更交付申請があったため、必要経費として執行した。

164,604

393,810

科学技術振興のため
の基盤の強化

32

学校運営支援事業の
推進（コミュニ
ティ・スクール等）

地域住民に開かれた
信頼される学校づく
り

13

10

革新的ハイパフォー
マンス・コンピュー
ティング・インフラ
の構築

69.0%30,603,671

78.9%

78.8%

5.3%

76.3%

300,498

2,69650,442

16,72421,910

95,450

　 ※第4回チーム会合において、第3四半期までに発生した未執行額について特別な理由がない限り執行しないとしていた事業のうち、今回報告のないものは「道徳教育総合支援事業-学校・地域の取組への多様な支援-（初等中等教育局）」
　　　 のみであり、執行率は８２．４％となっている。

○ 執行率が８０％未満の８事業は以下のとおり

237,142

500,000

164,604

300,498

別紙１（資料１－１）



施策目標名 計画作成対象事業経費名 経費所管局課名

教育改革に関する基本的な政策の推
進等

教育改革の総合的推進 生涯学習政策局政策課

高等学校卒業程度認定試験等 生涯学習政策局生涯学習推進課

専修学校留学生総合支援プラン 生涯学習政策局生涯学習推進課

地域の教育力の向上 学校・家庭・地域の連携協力推進事業

生涯学習政策局社会教育課（生涯学習推進課、
男女共同参画学習課、初等中等教育局国際教育
課、児童生徒課、スポーツ・青少年局学校健康
教育課）

家庭の教育力の向上 子どもの生活習慣づくり支援事業 生涯学習政策局男女共同参画学習課

ICTを活用した教育・学習の振興 ＩＣＴの活用による生涯学習支援事業 生涯学習政策局参事官付

退職教員等人材活用事業 初等中等教育局財務課

全国学力・学習状況調査の実施 初等中等教育局参事官付

豊かな心の育成
道徳教育総合支援事業-学校・地域の取組への
多様な支援－

初等中等教育局教育課程課

青少年の健全育成 青少年を取り巻く有害環境対策の推進 スポーツ・青少年局青少年課

食生活学習教材の作成・配布 スポーツ・青少年局学校健康教育課

「『生きる力』をはぐくむ防災教育の展開」の
改訂

スポーツ・青少年局学校健康教育課

地域住民に開かれた信頼される学校
づくり

学校運営支援事業の推進（コミュニティ・ス
クール等）

初等中等教育局参事官付

魅力ある優れた教員の養成・確保 大学における教員の現職教育への支援等 初等中等教育局教職員課

安全・安心で豊かな学校施設の整備
推進

公立学校施設整備事業 大臣官房文教施設企画部施設助成課

教育機会の確保のための支援づくり 高等学校等就学支援金 初等中等教育局高校無償化準備室

幼児教育の振興 幼稚園就園奨励費補助 初等中等教育局幼児教育課

一人一人のニーズに応じた特別支援
教育の推進

特別支援教育就学奨励費負担金 初等中等教育局特別支援教育課

義務教育に必要な教職員の確保 義務教育費国庫負担金 初等中等教育局財務課

がんプロフェッショナル養成プラン 高等教育局医学教育課

日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人
育成事業

高等教育局専門教育課

意欲・能力のある学生に対する奨学
金事業の推進

大学等奨学金事業 高等教育局学生・留学生課

特色ある教育研究を展開する私立学
校の振興

私立大学等経常費補助 高等教育局私学部私学助成課

科学技術関係人材の育成及び科学技
術に関する国民意識の醸成

理科教育等設備整備費補助 初等中等教育局教育課程課

科学技術が及ぼす倫理的・法的・社
会的課題への責任ある取組の推進

ライフサイエンスに関する安全の確保及び生命
倫理への取組

研究振興局ライフサイエンス課生命倫理・安全
対策室

地域における科学技術の振興 地域科学技術振興に関する事業の推進 科学技術・学術戦略官付（地域科学技術担当）

科学技術システム改革の先導 世界トップレベル研究拠点形成促進
科学技術・学術政策局科学技術・学術戦略官付
（推進調整担当）

科学技術の国際活動の戦略的推進 生体機能国際協力基礎研究の推進 科学技術・学術政策局国際交流官付

計画作成対象事業経費一覧

生涯を通じた学習機会の拡大

大学などにおける教育研究の質の向
上

健やかな体の育成及び学校安全の推
進

確かな学力の育成

別紙２（資料１－１）



施策目標名 計画作成対象事業経費名 経費所管局課名

原子力安全対策、核物質の防護及び
環境放射能の把握

原子力艦寄港地周辺における放射能調査
科学技術・学術政策局原子力安全課防災環境対
策室

学術研究の振興 科学研究費補助金 研究振興局学術研究助成課

研究成果の創出と産学官連携などに
よる社会還元のための仕組みの強化

イノベーションシステム整備事業〈大学等産学
官連携自立化促進プログラム〉

研究振興局研究環境・産業連携課

科学技術振興のための基盤の強化
革新的ハイパフォーマンス・コンピューティン
グ・インフラの構築

研究振興局情報課

ターゲットタンパク研究プログラム 研究振興局ライフサイエンス課

橋渡し研究支援推進プログラム 研究振興局研究振興戦略官付

情報通信分野の研究開発の重点的推
進

次世代ＩＴ基盤構築のための研究開発 研究振興局情報課

環境・海洋分野の研究開発の重点的
推進

地球観測システム研究開発費補助金（JAXA分） 研究開発局宇宙開発利用課

ナノテクノロジー･材料分野の研究開
発の重点的推進

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興
分野研究開発

研究振興局基礎基盤研究課ナノテクノロジー・
材料開発推進室

電源立地地域対策交付金 研究開発局開発企画課立地地域対策室

放射線監視等交付金
科学技術・学術政策局原子力安全課防災環境対
策室

宇宙・航空分野の研究・開発・利用
の推進

国際宇宙ステーション開発費補助金 研究開発局宇宙開発利用課

新興・融合領域の研究開発の推進
光・量子科学研究拠点形成に向けた基盤技術開
発

研究振興局基礎基盤研究課

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト 研究開発局地震・防災研究課

東海・東南海・南海地震の連動性評価研究 研究開発局地震・防災研究課

地域スポーツ人材を活用した運動部活動等推進
事業

スポーツ・青少年局企画・体育課

中学校武道必修化に向けた地域連携指導実践校 スポーツ・青少年局企画・体育課

総合型地域スポーツクラブの育成支援 スポーツ・青少年局生涯スポーツ課

地域スポーツ指導者育成推進事業 スポーツ・青少年局生涯スポーツ課

競技力向上ナショナルプロジェクト スポーツ・青少年局競技スポーツ課

ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠
点施設活用事業

スポーツ・青少年局競技スポーツ課

子どものための優れた舞台芸術体験事業 文化庁文化部芸術文化課

優れた芸術活動への重点的支援 文化庁文化部芸術文化課

文化財の保存及び活用の充実 国宝重要文化財等保存整備費補助金 文化庁文化財部伝統文化課

日本文化の発信及び国際文化交流の
推進

芸術による国際交流活動への支援 文化庁文化部芸術文化課

「生活者としての外国人」のための日本語教育
事業

文化庁文化部国語課

海賊版対策事業 文化庁長官官房国際課

国際交流の推進 国費外国人留学生制度 高等教育局学生・留学生課留学生交流室

日本／ユネスコパートナーシップ事業 国際統括官付

民間ユネスコ活動への助成 国際統括官付

原子力分野の研究・開発・利用の推
進

安全・安心な社会の構築に資する科
学技術の推進

ライフサイエンス分野の研究開発の
重点的推進

国際協力の推進

文化芸術振興のための基盤の充実

子どもの体力の向上

生涯スポーツ社会の実現

我が国の国際競技力の向上

芸術文化の振興



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

4,354 20.8% 15,879 75.8% 723 3.5% 0 0.0% 20,956 100.0%

4,230 97.2% 12,739 80.2% 525 72.6% 1,809 - 19,303 92.1%

68,772 27.1% 48,327 19.0% 72,504 28.5% 64,482 25.4% 254,085 100.0%

71,357 103.8% 57,774 119.5% 64,034 88.3% 19,429 30.1% 212,594 83.7%

131,996 99.4% 568 0.4% 144 0.1% 60 0.0% 132,768 100.0%

107,711 81.6% 17 3.0% 116 80.6% 0 0.0% 107,844 81.2%

43,646 44.0% 9,008 9.1% 14,988 15.1% 31,666 31.9% 99,308 100.0%

39,636 90.8% 314 3.5% 2,995 20.0% 18,366 58.0% 61,311 61.7%

69,190 37.4% 80,529 43.5% 34,960 18.9% 375 0.2% 185,054 100.0%

69,011 99.7% 66,812 83.0% 31,724 90.7% 6,100 1626.7% 173,647 93.8%

0100.0%9,436,8360.0%0

       9,436,836

          99,308

         185,054

9,436,8360.0%0

計画通り、第2四半期
に支出する予定であ
る。

－6,127,124

計画作成対象
事業経費名

教育改革に関する
基本的な政策の推
進等

教育改革の総合的
推進

ＩＣＴの活用によ
る生涯学習支援事
業

生涯を通じた学習
機会の拡大

専修学校留学生総
合支援プラン

高等学校卒業程度
認定試験等

施策目標名

ICTを活用した教
育・学習の振興

          20,956

         132,768

         254,085

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計

支 出 負 担 行 為 に 関 す る 計 画 （ 施 策 を 構 成 す る 主 な 事 業 ）

平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

業務の一部について
は、執行早期化によ
り第1、第2・3四半期
に既に執行済みであ
る。

職員旅費等の一部に
ついては、当初第3四
半期において、実地
検査等を予定してい
たが、相手方の学校
法人との日程調整が
つかなかったため、
第4四半期に計画を変
更をした。

第３四半期から第４
四半期に計画を変更
した学校法人への現
地調査については、
予定通り終了するこ
とができた。

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

諸謝金・職員旅費に
ついて、第1四半期に
予定されていた案件
が第2四半期以降に実
施されることとなっ
たが、概ね予定通り
に執行した。

庁費について、執行
時期を変更した案件
についての執行が
あったが、その他の
経費については概ね
計画通り執行した。

職員旅費については
当初第1四半期及び第
2四半期に計画してい
た案件を執行し、諸
謝金については第４
四半期に執行予定で
ある。庁費について
は第３四半期案件が
第４四半期に実施す
ることとなり、執行
残が生じた。

諸謝金・職員旅費、
庁費について、第2四
半期に予定されてい
た案件の一部が第3四
半期以降に実施され
ることとなったが、
概ね予定通りに執行
した。

職員旅費等について
は、当初第2四半期に
おいて、実地検査等
を予定していたが、
相手方の学校法人と
の日程調整がつかな
かったため、第3四半
期に計画を変更し
た。

業務の前倒しによ
り、予定額以上に執
行することができ
た。

第２四半期に予定し
たとおり支出した。
また、当初の計画通
り、追加申請を募集
し、追加分について
支出した。

概ね、執行の早期化
をはかることができ
た。
業務の一部について
は、執行早期化によ
り第1、第2四半期に
既に執行済みであ
る。

生活習慣に係る事例
集及び学校向けのパ
ンフレット等の作成
について、当初別々
に作成する予定とし
ていたが、効率的な
普及啓発等の観点か
ら、一つの印刷物
（ブックレット）に
まとめて第4四半期に
作成等することとし
たため。なお、特別
な事情がない限り第
３四半期までに発生
している未執行額に
ついては執行しない
こととした。

会議費（会議室代
等）の節約及び入札
による残額等によ
り、予定額を下回っ
たが、概ね計画通り
に執行した。

概ね計画通りに執行
した。

業務の前倒しによ
り、予定額以上に執
行することができ
た。

執行額と計画額との
差は、生涯学習振興
事業委託費の公募に
よる採択件数が予定
より少なかったこと
等によるものであ
り、概ね計画通りに
執行した。9月頃に追
加採択を行う予定。

執行額と計画額との
差は、入札により経
費の効率化が図れた
こと等によるもので
あり、事業は概ね予
定通り執行した。

94.4%

申請先から提出され
た書類の不備等の解
消に時間を要し、第
２四半期執行の一部
が第３四半期以降の
執行となったため。

諸謝金や委員等旅費
については、検討す
べき議案のスケ
ジュールの調整によ
り、第3四半期に実施
を見送ったことによ
る執行残。庁費につ
いても、予定してい
た普及啓発業務を第3
四半期以降の実施に
調整したことによる
執行残。

会議費（会議室代
等）の節約等によ
り、予定額を下回っ
たが、概ね計画通り
に執行した。

平成22年度に実施し
た調査のデータを活
用した啓発資料を作
成する予定であった
が、より総合的な分
析を加えた効果的な
資料を検討すべきと
の検討会議での意見
を踏まえ、その作
成、印刷・製本・発
送については翌年度
の取組と一体的に作
成することとした。

計画と実績の差額
は、委託事業の仕様
書内容（調査項目
等）の調整に時間を
要したことから、契
約締結を第４四半期
に行ったことによる
ものであり、その他
の経費については概
ね計画通りに執行し
た。

NO

1

2

4

3

学校・家庭・地域
の連携協力推進事
業

0 0.0% -2,755,750 29.2%

自治体からの計画の
変更依頼により、変
更交付決定を行い追
加分について支出し
た。

・当初の交付決定額より各自治体の実績額が下回ったため。

100.0%

6

8,911,796

子どもの生活習慣
づくり支援事業

地域の教育力の向
上

5
家庭の教育力の向
上

28,922

0.0%

年度終了後の自己評価

・概ね計画通りに執行した。

・生涯学習振興事業委託費の計画と実績の差額は、入札及び公募の結果、契
約価格が予定を下回ったこと等のため。
・事業の選定委員会を省内会議室を使用すること等により、会場借料等の節
減に努めた。

・生涯学習振興事業委託費の計画と実績の差額は、公募による採択件数が予
定より少なかったこと等によるものである。
・生涯学習振興事業委託費の執行残については、執行しないこととした。

・諸謝金の四半期毎の計画額と実績額の差額は、毎月ではなく、ある程度ま
とめて支出したため生じた。
・庁費や高等学校卒業程度認定試験業務庁費の四半期毎の計画額と実績額の
差額は、執行の早期化を図ったため生じた。
・中学校卒業程度認定試験の問題冊子等の印刷は、H22年度より一般競争入
札を導入した。（なお、高等学校卒業程度認定試験の問題冊子等の印刷は、
H23年度より一般競争入札を導入。）

・第3四半期に作成予定であった事例集及び保護者向けの啓発資料は、当初
別々に作成する予定としていたが、効率的な普及啓発等の観点から、一つの
印刷物（ブックレット）にまとめて作成することとした。さらに、作成にあ
たっては、紙質の工夫等、より費用対効果を高めるための見直しを行ったう
えで入札を実施したことで大幅な費用の削減が実現し、当初予定と差額が生
じている。
・第4四半期に、本年度実施した調査データを活用し、企業向けの啓発資料
を作成する予定であったが、より総合的な分析を加えた効果的な資料を検討
すべきとの検討会議での意見を踏まえ、より検討を深めるため、その作成、
印刷・製本・発送については翌年度の取組と一体的に作成することとしたこ
とにより、計画額と乖離が生じている。
・普及啓発資料の作成については、別々に作成予定であったものの一元化を
図るなど、効率的に行うことができた。

別紙３　（資料１－１）



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

2,760,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2,760,000 100.0%

2,757,223 99.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2,757,223 99.9%

2,144,203 80.8% 9,993 0.4% 492,636 18.6% 7,891 0.3% 2,654,723 100.0%

2,030,575 94.7% 16,879 168.9% 552,317 112.1% 6,138 77.8% 2,605,909 98.2%

105,083 14.9% 589,298 83.5% 5,892 0.8% 5,889 0.8% 706,162 100.0%

97,172 92.5% 228,736 38.8% 235,178 3991.5% 20,454 347.3% 581,540 82.4%

113 0.1% 133,000 83.3% 13,245 8.3% 13,245 8.3% 159,603 100.0%

5,225 4623.9% 56,761 42.7% 22,658 171.1% 368 2.8% 85,012 53.3%

466 0.6% 466 0.6% 1,504 1.8% 80,395 97.1% 82,831 100.0%

0 0.0% 0 0.0% 63,410 4216.1% 5,106 6.4% 68,516 82.7%

182 0.4% 364 0.7% 1,485 2.9% 48,411 96.0% 50,442 100.0%

0 0.0% 244 67.0% 1,411 95.0% 1,041 2.2% 2,696 5.3%

         159,603

          82,831

         706,162

執行額と予定額の差
は補助事業者の計画
変更によるものであ
るが、概ね計画通り
に執行した。

「『生きる力』を
はぐくむ防災教育
の展開」の改訂

食生活学習教材の
作成・配布

執行率が０％なの
は、予定していた協
力者会議の開催を見
合わせることとなっ
たため（第２四半期
に開催予定）。

執行率が０％なの
は、予定していた協
力者会議の開催を見
合わせることとなっ
たため（第２四半期
に開催予定）。

       2,760,000

       2,654,723

退職教員等人材活
用事業

道徳教育総合支援
事業-学校・地域の
取組への多様な支
援－

全国学力・学習状
況調査の実施

豊かな心の育成

青少年を取り巻く
有害環境対策の推
進

健やかな体の育成
及び学校安全の推
進

青少年の健全育成

予定額と実績額の差
は、3月20日（日）に
予定していたフォー
ラムが、東日本大震
災の影響を受け、中
止になったことによ
るもの。

委託件数及び契約金
額が予定を下回った
こと及びリーフレッ
トの作成を第4四半期
に変更したこと等(約
13百万円)のため。
なお、前回のチーム
会合において、第２
四半期までに発生し
た未執行額の取扱い
については検討中と
していたが、特別な
事情がない限り第３
四半期に発生した未
執行額も含めて執行
しないこととした。

震災の影響を受け中
止となった会議もあ
り、会議に要した旅
費等が予定を下回っ
た。

地方公共団体の補正
予算に計上されてい
る事業等について、
当初より多くなった
ため。

委託費の執行時期に
やや遅れがあった
が、概ね計画通りに
執行した。

計画のとおり執行実
績なし。

事業に要する謝金等
が予定を下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

委託契約を前倒しし
た等のため、予定額
以上に執行すること
ができた。

          50,442

当初予定していた協
力者会議の四半期毎
の開催日程に変更が
生じているため。

計画のとおり執行実
績なし。

道徳教育総合支援事
業の１件当たりの契
約金額が予定よりも
少なかったため。残
額の取扱いについて
は、検討中。

委託件数及び契約金
額が予定より少な
かったことによるも
の。委託費の残額の
取扱いについては、
検討中。

当該教材作成に係る
調査を新たに実施す
る必要が生じ、予定
していた協力者会議
の開催が第4四半期に
変更となったため。

事業に要する旅費等
が予定を下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

予定額と実績額の差
は、委託費につい
て、契約価格が当初
見込みを上回った等
のためであるが、概
ね計画通りに執行で
きた。

契約金額が予定を下
回ったこと等のた
め。なお、前回の
チーム会合におい
て、第２四半期まで
に発生した未執行額
の取扱いについては
検討中としていた
が、既に地方公共団
体の補正予算に計上
されている事業を除
き、特別な事情がな
い限り第３四半期に
発生した未執行額も
含めて執行しないこ
ととした。

協力者会議（第4四半
期に開催予定）の検
討事項とするための
アンケート調査を実
施。また、当初予定
より1ヶ月繰上げ12月
に印刷契約を締結す
るとともに、梱包発
送の入札公告を行っ
た（1月契約予定）。

会議開催の見直し、
原稿の版下作成の契
約の前倒しなど当初
予定からの変更も
あったが、事業全体
としては概ね予定通
り行った。

当初予定より1ヶ月繰
り上げ、1月に梱包発
送契約を行い、2月に
梱包発送を実施し
た。なお、協力者会
議については、日程
調整がつかず開催で
きなかったため、予
定額との差が生じ
た。

計画のとおり執行実
績なし。

東日本大震災の影響
で冊子の印刷、発送
を行わなかったこと
等により、見込額と
の差額が生じた。

7

確かな学力の育成

10

11

12

8

9

・職員旅費と委員等旅費の計画と実績の差額は、出張件数が予定を下回った
等のため。
・諸謝金、教職員研修費の計画と実績の差額は、会議開催回数が予定を下
回った等のため。
・出張にあたっては積極的にパックを活用した。
・委託費については総合評価落札方式による一般競争入札を行い、技術と価
格の両面で優れた業者を選定した。

・計画と実績の差額は、補助事業者が計画変更したため。
・第４四半期までに発生している未執行額については、執行しないこととし
た。

・本冊子は学校における防災教育・防災管理のための教職員用参考資料であ
り、協力者会議を開催し冊子原稿をとりまとめた。しかし、このたびの東日
本大震災に関する内容を全く盛り込んでいないことから、今年度中の印刷及
び発送については延期し、平成２３年度以降に、必要な加筆・修正を行った
上で発行する予定としているため、教職員研修費の計画額と実績額に差額が
生じた。
・競争入札により、冊子の印刷経費を節減した。（その後、震災の影響で印
刷契約は解除することとなった。）

・諸謝金と委員等旅費の計画額と実績額の差額は、日程調整がつかず当初予
定していた会議を開催できなかったため。
・教職員研修費の計画額と実績額の差額は、入札の結果、契約価格が予定を
下回ったこと等のため。
・印刷および梱包発送の契約を前倒しすることにより、予算の早期執行に努
めた。

・委託費の「地域の実情に応じた有害情報対策事業」について、公募の結
果、委託件数、契約価格が予定を下回ったこと等のため。
・諸謝金と庁費の計画額と実績額の差額は、３月に予定していた全国フォー
ラムや啓発リーフレットの作成を、東日本大震災の発生により、中止にした
ため。
・委託費の「青少年とメディアに関する実態調査」について、民間団体から
「青少年が利用するコミュニティサイトに関する実態調査」が発表され、調
査結果が今後の施策に活用できることから、国費の効率的な執行を考慮し、
本年度の実施を見送った。

・道徳教育総合支援事業の公募による採択額が予定より少なかったため。
・謝金、委員等旅費及び教職員研修費の差額については、道徳教育実践研究
事業（支出委任）における申請金額が予定より少なかったため。
・未執行額の取扱いについて既に地方公共団体の補正予算に計上されている
事業を除き、特別な事情がない限り第３四半期に発生した未執行額も含めて
執行しないこととした。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

212,174 70.6% 66,676 22.2% 11,291 3.8% 10,357 3.4% 300,498 100.0%

151,525 71.4% 66,407 99.6% 6,380 56.5% 12,830 123.9% 237,142 78.9%

386,009,199 98.2% 7,227,258 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 393,236,457 100.0%

386,009,199 100.0% 5,534,900 76.6% 0 0.0%  △264,582 － 391,279,517 99.5%

0 0.0% 0 0.0% 18,375,300 90.0% 2,041,700 10.0% 20,417,000 100.0%

0 0.0% 18,209,503 － 0 0.0% 2,207,497 108.1% 20,417,000 100.0%

0 0.0% 3,983,376 83.2% 0 0.0% 802,009 16.8% 4,785,385 100.0%

0 0.0% 4,112,969 103.3% 0 0.0% 672,416 83.8% 4,785,385 100.0%

1,572,982,033 98.7% 0 0.0% 0 0.0% 20,784,967 1.3% 1,593,767,000 100.0%

1,572,982,033 100.0% 0 0.0% 2,935,246 －  △16,566,497 -79.7% 1,559,350,782 97.8%

2,000,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2,000,000 100.0%

2,000,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 － 2,000,000 100.0%

     318,728,588

         300,498

95.1%59,868

38.2%62,960

116.6%

2.9%

5,612

4,815

24.0%

53.1%

21,001

87,455

27.2%86,670,981

58.0%

100.0%

95,450

164,604

95.7%

5.7%

8,969

9,374

5.0%16,041,01830.8%98,286,589 100.0%318,728,58836.9%117,730,000

84,747,662 175.4%

委託の件数及び金額
が予定より少なかっ
た等のため、執行額
がやや計画を下回っ
た。

28,141,080 91,700,094

計画通り執行した。

交付申請額が予定を
下回ったこと等のた
め。なお、特別な事
情がない限り第３四
半期までに発生して
いる未執行額につい
ては執行しないこと
とした。

計画通りに執行し
た。

計画通り執行実績な
し。

計画通り執行実績な
し。

計画通りに執行し
た。

計画通りに執行し
た。

86.2%

概ね計画通り執行し
た。

77.9% 291,259,817 91.4%

大学における教員
の現職教育への支
援等

         164,604

教育機会の確保の
ための支援づくり

安全・安心で豊か
な学校施設の整備
推進

公立学校施設整備
事業

学校運営支援事業
の推進（コミュニ
ティ・スクール
等）

地域住民に開かれ
た信頼される学校
づくり

一人一人のニーズ
に応じた特別支援
教育の推進

特別支援教育就学
奨励費負担金

幼児教育の振興
幼稚園就園奨励費
補助

義務教育に必要な
教職員の確保

大学などにおける
教育研究の質の向
上

義務教育費国庫負
担金

公立高等学校無償
制及び高等学校等
就学支援金

      20,417,000

     393,236,457

       2,000,000
がんプロフェッ
ショナル養成プラ
ン

       4,785,386

   1,593,767,000

86,670,981 100.0%

諸謝金、職員旅費、
委員等旅費、教職員
研修費についての計
画と実績の差額は、
会議回数及び開催に
要した経費が、見込
みよりも少なかっ
た。委託費について
は、再度公募を行っ
た結果契約を締結で
きたものによる。

予定どおり国立大学
附属高等学校等の認
定作業を行い、概ね
計画どおりに執行し
た。

業務の前倒しによ
り、予定額以上に執
行することができ
た。

見込額を上回る交付
決定額となったが、
計画どおり執行し
た。今後は、各都道
府県に対して、変更
交付申請に際、過度
の申請にならないよ
う、指導していく。

計画のとおり執行実
績なし。

計画通り執行実績な
し。

教員講習開設事業費
等補助金における1件
あたりの申請額が見
込みよりも少なかっ
たため、執行額が計
画を下回った。

概ね計画通りに執行
した。

印刷製本費、会場借
料の節減等により会
議に要した経費が予
定を下回ったこと等
のため。なお、特別
な事情がない限り第
３四半期までに発生
している未執行額に
ついては執行しない
こととした。

－

第3四半期見込額を第
2四半期に前倒してほ
ぼ全額執行したた
め、実績なし。

3月の変更交付決定に
向け、過度の申請に
ならないよう状況報
告等により、各都道
府県に指導するとと
もに、スケジュール
通りの執行となるよ
うに、各都道府県と
連携していく。

計画通り執行実績な
し。

概ね計画通りに執行
した。

交付決定にかかる確
認作業の迅速化によ
り、第4四半期見込額
の一部を第2四半期に
前倒して執行してい
るため、見込額と実
績額に差が生じてい
る。

人事院勧告による減
額の給与改定等に基
づき額の再算定を行
い、23年2月に変更交
付決定等を実施し
た。

21年度実績報告書に
基づき、38都道府県
について22年10月に
精算交付を実施し
た。なお、例年、前
年度精算交付は第４
四半期に実施してい
るが今回は実施時期
を前倒しした。

概ね計画通り執行し
た。

予定額と実績額に差
が生じているが、こ
れは、１月に提出さ
れた変更事業計画書
を精査し、必要な経
費を執行したもので
あり、概ね計画通り
執行できた。

追加財政措置された
補正予算について、
東日本大震災の影響
により、事業実施に
ついて再確認を行う
必要等が生じ、予算
の一部について翌年
度に繰越すことと
なったため、計画額
と実績額に差額が生
じているが、概ね計
画通り執行した。

委員等旅費につい
て、協議会出席者が
予定を上回ったこと
等による差額が生じ
ている。

生徒等の在学状況を
反映して変更交付手
続きを行ったため、
支出負担行為額が減
少した。

計画通り執行実績な
し。

17

14

13

15

16

魅力ある優れた教
員の養成・確保

19

20

18

・補助事業の開設規模が見込みよりも小さい場合や、当補助金が収支差補助
であることにより、補助対象経費に対する収入が多く、１件あたりの申請額
が見込みよりも少なくなる場合があり、実績が見込み額を下回った。当事業
は、大学が受講者支援の講習を開設した場合における収支差額の補填を基本
としており、過去実績を踏まえて執行見込額を算出することを基本的な考え
方としているため、今年度の執行実績についても、今後の予算執行計画に活
用してまいりたい。

・諸謝金の計画と実績の差は、当初予定よりも会議開催数が減少したことに
よる。
・職員旅費については、業務都合や東日本大震災の影響等により出張件数が
予定よりも減少したことによる。
・教職員研修費は印刷製本費、会場借料等の節減により予定の経費を下回っ
た。
・各協議会について会場選定の際、より経費を節減でき且つ不便でない会場
選びを行った。
・一部の印刷製本についてはＨＰ上での公開などを活用し経費を節減した。

・計画額と実績額合計には差額は生じず計画通り執行した。

・義務教育国庫負担金の計画と実績の差額は、人事院勧告による減額の給与
改定や地方公共団体独自の給与抑制措置等により、教職員給与費の支出額が
予定を下回ったことによるため。
・義務教育費国庫負担金の算定に係る関係調書の見直しを行い、執行の適正
化を図った。

・交付決定にかかる確認作業の迅速化により、第4四半期見込額の一部を第2
四半期に前倒して執行することができ、交付決定の早期化が達成できた。

・交付決定にかかる確認作業の迅速化により、第3四半期見込額を第2四半期
に前倒してほぼ全額執行することができ、交付決定の早期化が達成できた。

・公立高等学校授業料不徴収交付金，高等学校等就学支援金及び交付金高等
学校等就学支援金事務費交付金の計画と実績の差額は，当初予定よりも支給
対象者数が減少したこと等のため。
・個別の事例について、認定を行っている都道府県に適切に対応するよう連
絡することなどによって、公立高等学校授業料不徴収交付金及び高等学校等
就学支援金交付金については，法律等に基づき適切に執行した。
・高等学校等就学支援金事務費交付金については，法律及び各都道府県にお
ける事業規模を勘案し適切に執行した。

・計画と実績の差額については，事業の実施主体である地方公共団体の事業
計画に変更が生じたことによるものである。
なお，東日本大震災の影響により，追加財政措置された補正予算について
は，事業実施について再確認を行う必要等が生じ，予算の一部について翌年
度に繰越し，執行することとなった。
・各事業について，年度内に複数回，事業の進捗について確認等を行い，こ
れに基づき内容変更を実施したことにより，予算の効果的・効率的な執行に
努めた。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

0 0.0% 500,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 500,000 100.0%

0 0.0% 0 0.0% 378,810 － 15,000 － 393,810 78.8%

0 0.0% 0 0.0% 126,441,000 39.2% 195,741,000 60.8% 322,182,000 100.0%

0 0.0% 0 0.0% 126,440,982 100.0% 195,741,018 100.0% 322,182,000 100.0%

1,887,674 63.2% 1,100,000 36.8% 0 0.0% 0 0.0% 2,987,674 100.0%

1,887,674 100.0% 1,100,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 2,987,674 100.0%

4,886 22.3% 5,005 22.8% 5,948 27.1% 6,071 27.7% 21,910 100.0%

3,060 62.6% 3,134 62.6% 3,945 66.3% 6,585 108.5% 16,724 76.3%

10,952,210 91.0% 1,065,631 8.8% 12,790 0.1% 10,685 0.1% 12,041,316 100.0%

10,937,255 99.9% 1,042,696 97.8% 22,183 173.4% 6,234 58.3% 12,008,368 99.7%

6,964,717 93.9% 300 0.0% 450,300 6.1% 1,268 0.0% 7,416,585 100.0%

6,963,946 100.0% 397 132.3% 450,360 100.0%  △116,207 -9164.6% 7,298,496 98.4%

     120,983,629

100.0%

32.8%

39,720,027

39,720,027

58.4%

20.1%

14,230,164

24,350,696

93.4%

27.4%

30,928,190

33,126,163

134.5%

19.7%

31,987,269

23,786,743

96.6%

100.0%

116,865,650

120,983,629

計画通りに執行し
た。

前倒しの支出もな
く、計画通りであっ
た。

育英資金返還免除等
補助金については、
財務諸表の承認に時
間を要しため、第３
四半期に執行予定。
育英資利子補給金に
ついては、回収金の
増収、低金利での調
達が続いていること
などから、当初予定
していた支出が不用
となった。

前倒しの支出もな
く、予定通り公募を
行い、計画通り進ん
でいる。

特色ある教育研究
を展開する私立学
校の振興

科学技術が及ぼす
倫理的・法的・社
会的課題への責任
ある取組の推進

科学技術関係人材
の育成及び科学技
術に関する国民意
識の醸成

大学などにおける
教育研究の質の向
上

意欲・能力のある
学生に対する奨学
金事業の推進

地域における科学
技術の振興

理科教育等設備整
備費補助

ライフサイエンス
に関する安全の確
保及び生命倫理へ
の取組

地域科学技術振興
に関する事業の推
進

世界トップレベル
研究拠点形成促進

科学技術システム
改革の先導

私立大学等経常費
補助

      12,041,316

概ね計画通りに執行
した。

大学等奨学金事業

         500,000

日中韓等の大学間
交流を通じた高度
専門職業人育成事
業

執行額と予定額の差
は、会場借料の節約
等によるものであ
り、事業は予定通り
進捗した。

概ね計画通りに執行
した。

執行額と予定額の差
は、災害による出張
取りやめ等によるも
のであるが、概ね計
画通りに執行した。

       7,416,585

          21,910

     322,182,000

       2,987,674

育英資金返還免除等
補助金は、第３四半
期に執行。育英資金
利子補給金は、回収
金の増収、低金利で
の調達が続いている
ことなどから、当初
予定していた支出額
を下回る見込みとな
り、補正予算で修正
減少を行った。

委員への日程確保の
難航等による選定時
期の遅れ及び選定大
学から別途提出して
もらう内定調書の調
整に時間を要したた
め。

前倒しの支出なども
なく、計画通りで
あった。

概ね計画通りに執行
している。

執行額と予定額の差
は、会場借料の節約
等によるものであ
り、事業は予定通り
進捗した。

執行額と予定額の差
は、委託契約の一部
を第３四半期の契約
としたことによるも
のであるが、概ね予
定通りに執行した。

概ね計画通りに実施
した。

大学からの申請額が
予定を下回ったこと
等のため。なお、大
学から変更交付申請
がある場合を除き、
第３四半期までに発
生している未執行額
については執行しな
いこととした。

3月の震災影響もあり
会議等を中止したた
め諸謝金・旅費等の
経費については、一
部計画通り執行がで
きなかったが、その
他の経費については
概ね予定通り執行し
た。

－

現地調査等が予定を
下回ったこと等のた
め。なお、特別な事
情がない限り、第３
四半期までに発生し
ている未執行額につ
いては執行しないこ
ととした。

執行額が見込額を超
えたのは、第２四半
期に予定していた委
託契約の一部を第３
四半期の契約とした
ためであり、概ね予
定通りに執行した。

計画通りであった。

育英資金利子補給金
については、回収金
の増収、低金利での
調達が続いているこ
となどから、当初予
定していた支出が不
用となった。また、
育英資金貸付金につ
いては、奨学金に充
当する資金として、
年度計画に基づき支
出したため、第４四
半期では見込額を上
回っている。

執行額と予定額の差
は、遺伝子組換え生
物の使用に関する審
査の必要が生じたも
のであり、これらの
事業への対応を行っ
たことによるもの。

執行額と予定額の差
は、災害による出張
取りやめ、予算の繰
越し等によるもので
ある。

概ね計画通りに実施
した。

２大学から変更交付
申請があり、いずれ
も事業の推進にあた
りより一層高い効果
が期待されるため、
変更を承認し交付決
定した。

計画通りであった。

－
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・外国旅費については、アイスランドの火山の噴火や東日本大震災により、
予定していた会議が延期になるなどの影響により出張を取りやめた。
・国際研究拠点形成促進事業費補助金については、東日本大震災の影響によ
り研究設備の納品が遅れるなど、資材の入手難等による事業の遅れが生じ予
算を繰越した。
・科学技術総合研究委託費によるWPIプログラム委員会の開催について、新
規採択と前年度評価（フォローアップ）のため２回実施する予定を、委員の
スケジュールを調整し同時開催とすることで、招へい旅費、会議開催費を節
減できた。

・全体的には、計画額に対して実績額は99.72%であり、概ね計画通りに執行
され補助事業が行われた。
・「諸謝金」及び「委員等旅費」の計画と実績との差額については、東日本
大震災のため予定されていた委員会等が中止となったため。
・「委員等旅費」の計画と実績との差額については、委員会開催の縮減等や
東日本大震災のため予定されていた委員会等が中止となったため。
・「地域科学技術振興事業委託費」の委託事業については、一般競争入札に
より経費削減を図ることができた。
・「庁費」について、委員会や報告会等に係る経費の縮減やパンフレット作
成などの経費の削減を行い、経費の効率化に努めた。

・計画と実績の差額は，喫緊な対応が必要となる調査検討会の開催がなかっ
たため。
・制定した指針の説明会を省内会議室を使用すること等により，会場借料等
の節減に努めた。
・第３四半期までに発生している未執行額分については特別の事情がない限
り執行しないこととした。

・概ね当初の予定どおり執行できた。

・各大学等から提出された教職員数、学生数や教育研究の取組等についての
調書に基づき、補助対象要件に合致するかを精査し、また、教育条件や財政
状況に応じて傾斜を行うなど、きめ細かな算定を行った上で、１次交付２次
交付とも例年のスケジュールどおり交付を行うことができた。

・概ね計画通りに執行した。なお、育英資金利子補給金については、回収金
の増収、低金利での資金調達が続いていることなどから、当初予定していた
支出が一部不用となった。

・公募に基づき申請のあった大学の中から有識者による委員会で優れた構想
を６件採択したところ、初年度の計画では比較的必要経費が小さかったこと
から、大学からの申請額が予定を下回ったため。
・予め公募要領等で学生支援経費（学生に対する旅費、謝金、留学生への日
本語教育支援経費）については補助対象経費として認めないこととしたこと
で、本事業に直接執行する経費に限って配分出来るようにした。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

1,852,793 99.6% 1,811 0.1% 2,611 0.1% 2,115 0.1% 1,859,330 100.0%

1,850,409 99.9% 2,452 135.4% 1,494 57.2% 4,651 219.9% 1,859,006 100.0%

365,794 67.6% 9,997 1.8% 153,486 28.4% 11,903 2.2% 541,180 100.0%

349,912 95.7% 9,098 91.0% 48,885 31.8% 106,014 890.6% 513,909 95.0%

202,912,086 99.4% 1,275,713 0.6% 11,317 0.0% 34,391 0.0% 204,233,507 100.0%

202,057,714 99.6% 1,313,996 103.0% 777,996 6874.6% 28,702 83.5% 204,178,408 100.0%

2,557,124 96.5% 84,777 3.2% 3,326 0.1% 4,134 0.2% 2,649,361 100.0%

2,558,365 100.0% 83,378 98.3% 2,287 68.8% 1,842 44.6% 2,645,872 99.9%

4,277,907 100.0% 832 0.0% 731 0.0% 530 0.0% 4,280,000 100.0%

4,277,186 100.0% 458 55.0% 850 116.3% 346 65.3% 4,278,840 100.0%

2,283,972 95.2% 132 0.0% 114,219 4.8% 132 0.0% 2,398,454 100.0%

2,324,256 101.8% 1,409 1067.4% 983 0.9%  △19,718 -14937.9% 2,306,930 96.2%

98.8%

57.9%

25,386,701

25,683,578

1227.8%

0.1%

310,420

25,282

99.9%

42.1%

18,652,832

18,668,546

-222647.9%

0.0%

 △13,746,281

6,174

69.0%

100.0%

30,603,671

44,383,580

科学技術の国際活
動の戦略的推進

生体機能国際協力
基礎研究の推進

研究成果の創出と
産学官連携などに
よる社会還元のた
めの仕組みの強化

科学技術振興のた
めの基盤の強化

革新的ハイパ
フォーマンス・コ
ンピューティン
グ・インフラの構
築

橋渡し研究支援推
進プログラム

ライフサイエンス
分野の研究開発の
重点的推進

ターゲットタンパ
ク研究プログラム

イノベーションシ
ステム整備事業
〈大学等産学官連
携自立化促進プロ
グラム〉

       2,649,361

      44,383,580

       4,280,000

       2,398,454

       1,859,330

         541,180

     204,233,507

事務費の執行額がや
や予定額を下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

執行額と予定額の差
は主に契約差額であ
り、概ね計画通りに
執行した。

執行額と予定額の差
は、広報に係る業務
の変更等によるもの
であるが、概ね計画
通りに執行した。

学術研究の振興 科学研究費補助金

原子力艦寄港地周
辺における放射能
調査

原子力安全対策、
核物質の防護及び
環境放射能の把握

旅費等の事務費の執
行が早まったため、
執行額が予定額をや
や上回ることとなっ
たが、概ね計画通り
に執行した。

会議の延期等により
事務費の執行にやや
遅れがあったが、概
ね計画通りに執行し
た。

科学技術試験研究委
託業務において一部
前倒しで業務を実行
した等のため、計画
額以上の執行を行っ
た。

補助事業者の選定に
やや遅れがあった
が、概ね計画通りに
執行した。

第１・四半期に予定
していた補助金交付
を第２・四半期に
行ったため、執行額
が大きく上回った。
その他の経費は、概
ね予定どおり執行し
た。

７月に臨時の国内連
絡会を行うととも
に、５月の政府間会
合の終了手続きを
行ったため、外国旅
費及び諸謝金・委員
等旅費の実績が見込
額を上回った。

原子力艦の入港日数
が見込みより少な
かったため非常勤職
員手当、委員等旅費
については実績が少
なくなっているが、
他については概ね計
画通りに執行した。

概ね計画どおりに執
行した。予定額と実
績額の差額は、主
に、外国人特別研究
員の研究開始時期に
応じて交付する「特
別研究員奨励費」を
交付したことによる
ものである。

第１四半期に旅費等
の事務費の執行が早
まったため、第2四半
期における執行額が
予定額をやや下回る
こととなったが、概
ね計画通りに執行し
た。

職員旅費について
は、額の確定調査を
効率的に実施したた
め予定より少なく
なった。本事業に関
する会議を当初行う
予定だったが、準備
に時間を要している
ため、諸謝金等の執
行は今後行う予定。

旅費については、引
き続き当初予定より
前倒しして実施した
こと、また、事業の
中間評価委員会を集
中して開催したた
め、当初予定より多
く要した。庁費につ
いては、上記中間評
価委員会等での使
用。

科学技術試験研究委
託費について支援業
務内容の見直しを行
い契約額を減額した
ため、見込みに比し
実績額が少なくなっ
た。その他の経費は
概ね予定どおり執行
した。

学会への出展料や
HFSP事務局長来日対
応の執行があった
が、広報に係わる業
務の変更等があった
ため、庁費は予定額
より少なかった。外
国旅費は概ね計画通
りに執行した。

放射線測定費につい
て、12月予定のモニ
タリングポストの更
新等の入札案件が1・
2月になったため、第
4四半期としては実績
額が増加した。

当初12月に予定して
いた放射能測定に係
るモニタリングポス
ト(設備)の入札が、
米軍との調整が難航
したことにより第4四
半期（1月）になった
ため。

９月から１２月にか
けて行った学会での
広報活動の支払い及
び、日本語ＨＰのデ
ザインの更新、「文
科省情報ひろば」へ
展示するパネルのデ
ザインの発注等によ
り、見込額を上回っ
た。

第３四半期に行う予
定であった外部有識
者による委員会の開
催を第４四半期に行
うこととしたため、
諸謝金、委員等旅
費、庁費の執行が当
初見込みより少なく
なった。また、上記
理由から変更契約の
実施も第４四半期に
行うこととなったた
め、科学技術試験研
究委託費の執行もな
かった。

会議の開催、資料の
作成の延期等により
事務費の執行が予定
額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

職員旅費について
は、予算の執行状況
を確認する必要が生
じたこと等により、
予定を超えて執行し
た。本事業に関する
会議を開催し、ほぼ
予定通り予算を執行
した。

予定額と実績額の差
額は、主に、外国人
特別研究員の研究開
始時期に応じて交付
する「特別研究員奨
励費」の交付のほ
か、交付申請の辞退
分に関して追加交付
を行ったことによる
ものである。

計画額と実績額の差
は、東日本大震災の
影響等により科学技
術試験研究委託費に
ついて繰越を行った
こと等によるもので
ある。

事務費の執行額につ
いて、やや予定額を
下回ったが、概ね計
画通りに執行した。

会議の開催中止や一
部の補助金交付機関
で交付決定の変更が
生じたため、予定額
との差が生じている
が、概ね計画通りに
執行した。

計画と実績の差額
は、会議の延期等の
影響から当初予定よ
りも会議開催数が減
少したこと等による
ものであり、その他
にかかる経費につい
ては、概ね計画通り
に執行した。

予定額と実績額の差
は、複数の補助金及
び委託費について、
計画変更又は東日本
大震災の影響で繰越
を行ったこと等によ
るものである。
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・当事業は、概ね計画通りに執行した。
・科学研究費補助金については、研究者が円滑に研究出来るよう、採択後速
やかに交付内定等を行い、研究機関において適正に執行するよう管理を行っ
た。
・事務費の執行にあたり、科研費の額の確定作業に使用する携帯電話を固定
電話に切り替える、審査会の際に省内会議室を使用するなど、事務経費の節
減に努めた。

・非常勤職員手当及び委員等旅費について、当初計画よりも原子力艦の入港
日数が少なかったため、不用を生じた。
・放射線測定委託費について、契約差額等による不用が生じた。なお、不用
の一部については、福島原発事故対応のための経費へと流用を行った。

・東日本大震災発生により、３月の国内連絡委員会が中止となったため、諸
謝金の計画額と実績額に差額が生じた。
・職員の国内出張の予定がキャンセルとなったため、職員旅費の計画額と実
績額に差額が生じた。
・一般競争入札による契約額が予算額を下回ったため、庁費の計画額と実績
額に差額が生じた。

・諸謝金、委員等旅費、庁費の計画と実績の差額は、外部有識者による委員
会の開催の効率化等を図り、会議開催数が減少したこと等のため。
・第３四半期に予定していた委員会については、省内会議室を使用すること
等により，会場借料等の節減に努めた。
・科学技術試験研究委託費については、研究・拠点整備の進捗状況を年度途
中に確認することにより、効率的な執行に努めた。

・諸謝金・庁費の計画と実績の差額は，会議の延期等の影響から当初予定よ
りも会議開催数が減少したこと等のため。
・会議の開催にあたって、省内会議室を使用すること等により、会場借料等
の節減に努めた。
・効率的な額の確定調査の実施に努め、職員旅費の節減に努めた。

・特定先端大型研究施設運営費等補助金、高性能汎用計算機高度利用事業費
補助金及び科学技術試験研究委託費における計画と実績の差額は、計画変更
及び東日本大震災の影響による繰越を行ったことのため。
・特定先端大型研究施設整備費補助金について、契約差額が生じたため交付
決定額を減額した。
・科学技術試験研究委託費において、業務内容を見直し契約額を減額した。

・諸謝金の計画と実績の差額は，当初予定した会議開催回数等が減少したた
め。
・省内会議室を使用すること等により，会場借料等の節減に努めた。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

1,262,465 99.7% 1,119 0.1% 1,566 0.1% 1,411 0.1% 1,266,561 100.0%

1,262,168 100.0% 1,295 115.7% 1,369 87.4% 1,240 87.9% 1,266,072 100.0%

797,649 99.2% 2,831 0.4% 1,621 0.2% 2,018 0.3% 804,119 100.0%

796,605 99.9% 3,214 113.5% 1,663 102.6%  △1,004 -49.8% 800,478 99.5%

0 0.0% 5,502,027 73.0% 0 0.0% 2,030,967 27.0% 7,532,994 100.0%

0 0.0% 5,500,923 100.0%  △25,420 － 1,541,054 75.9% 7,016,557 93.1%

282,405 4.8% 5,620,093 95.2% 0 0.0% 0 0.0% 5,902,498 100.0%

282,405 100.0% 5,619,030 100.0%  △72,049 － △ 436,362 － 5,393,024 91.4%

1,516,560 99.8% 989 0.1% 1,499 0.1% 1,290 0.1% 1,520,338 100.0%

1,514,194 99.8% 1,584 160.2% 1,295 86.4%  △252,522 -19575.3% 1,264,551 83.2%

752,203 99.7% 816 0.1% 990 0.1% 761 0.1% 754,770 100.0%

751,772 99.9% 804 98.5% 827 83.5% 879 115.5% 754,282 99.9%

500,186 99.9% 147 0.0% 34 0.0% 149 0.0% 500,516 100.0%

500,152 100.0% 85 57.7% 0 0.0% 32 21.7% 500,269 100.0%

93.4%

31.1%

5,267,366

5,641,366

149.7%

8.5%

2,297,686

1,534,569

9.2%

2.1%

35,395

384,640

89.4%

58.3%

9,462,169

10,582,432

94.0%

100.0%

17,062,616

18,143,007

40,829,300 100.0%

40,357,606 98.8%

14,440,643 35.4%

20,714,323 143.4%2,830,325 36.2%

1,694,927 4.2%

318,053 18.8%

7,813,061 19.1%

情報通信分野の研
究開発の重点的推
進

次世代ＩＴ基盤構
築のための研究開
発

放射線監視等交付
金

原子力分野の研
究・開発・利用の
推進

電源立地地域対策
交付金

宇宙・航空分野の
研究・開発・利用
の推進

国際宇宙ステー
ション開発費補助
金

首都直下地震防
災・減災特別プロ
ジェクト

東海・東南海・南
海地震の連動性評
価研究

       1,266,561

      18,143,007

      40,829,300

         804,119

       7,532,994

         754,770

         500,516

地球観測システム
研究開発費補助金
（JAXA分）

       1,520,338

       5,902,498

安全・安心な社会
の構築に資する科
学技術の推進

ナノテクノロ
ジー･材料分野の
研究開発の重点的
推進

ナノテクノロ
ジー・材料を中心
とした融合新興分
野研究開発

安全・安心な社会
の構築に資する科
学技術の推進

新興・融合領域の
研究開発の推進

光・量子科学研究
拠点形成に向けた
基盤技術開発

環境・海洋分野の
研究開発の重点的
推進

16,880,669 41.3%

97.7%16,494,905

執行額と予定額の差
は、補助事業の計画
変更によるものであ
るが、概ね計画通り
に執行した。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額がや
や予定額を下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額がや
や予定額を下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

計画のとおり第1四半
期の執行は無かっ
た。

計画のとおり繰越分
のみ執行した。

執行額と予定額の差
は、補助事業の計画
変更によるものであ
るが、概ね計画通り
に執行した。

概ね計画通りに執行
した。

概ね計画通りに執行
した。

第1四半期に未執行で
あった事務費の執行
額を含むため、予定
額を超過したが、累
計的には概ね計画通
りに執行した。

見込額と実績額の差
額については、補助
事業の一部計画変更
により、第３四半期
に支出予定となった
ことによるものであ
るが、それを除いて
は概ね計画通りに執
行した。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

事務費の執行額がや
や予定額を上回った
が、概ね計画通りに
執行した。

第1四半期に未執行で
あった事務費の執行
額を含むため、予定
額を超過したが、累
計的には概ね計画通
りに執行した。

補助事業における一
部契約について前倒
しを行ったため、予
定額以上に執行する
ことができた。

非常勤職員手当の執
行額がやや予定額を
上回ったが、概ね計
画通りに執行した。

委員等旅費について
は、第4四半期に予定
していた会議を前倒
しで実施したため超
過したが、累計的に
は概ね計画通りに執
行した。

計画のとおり第3四半
期の執行は無かっ
た。ただし、第2四半
期に執行した分につ
いて、契約差額等の
要因により変更交付
手続きを行ったた
め、負担行為額が減
少した。

見込額と実績額の差
は、補助事業におけ
る一部契約について
第2四半期に前倒しを
行ったことによるも
のであり、概ね計画
通りに執行した。

人事院勧告の反映等
により期末勤勉手当
等、非常勤職員手当
が当初見込みより少
なかったため予定額
を下回ったが、概ね
計画通りに執行し
た。

見込額と実績額の差
額については、Ｈ－
ⅡＢロケット／ＨＴ
Ｖ（宇宙ステーショ
ン補給機）の打上げ
時期が当初の見込み
から変更となったた
めであるが、それを
除いては概ね計画通
りに執行した。

当該四半期中には、
特に経費の支出を必
要としなかった。

計画のとおり第3四半
期の執行は無かっ
た。ただし、第2四半
期に執行した分につ
いて、契約差額等の
要因により変更交付
手続きを行ったた
め、負担行為額が減
少した。

委員等旅費につい
て、当初予定してい
た会議が開催されな
かったため執行は無
かったが、概ね予定
通り執行できた。

事務費の執行額が予
定額をやや下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

概ね計画通りに執行
した。

当該四半期中には、
職員旅費を除き経費
の支出を必要としな
かった。

計画額と実績額に差
が生じているのは、
東日本大震災の影響
により、科学技術試
験研究委託費につい
て繰越を行ったこと
等によるもの。

見込額と実績額の差
は、第4四半期までの
補助事業の計画変更
等によるものであ
り、概ね計画通りに
執行した。（ただ
し、負担行為済の一
部予算については23
年度に繰越を行って
いる）

計画額と実績額の差
額は、地方公共団体
からの交付申請が予
定を下回ったこと等
のため。

第2四半期に執行した
分について、変更交
付手続きを行ったた
め、計画額と実績額
に差額が生じた。

計画額と実績額に差
が生じているのは、
東日本大震災の影響
等により、科学技術
試験研究委託費につ
いて繰越を行ったこ
と等によるものであ
る。

見込額と実績額の差
は、第4四半期までの
補助事業の計画変更
等によるものであ
り、概ね計画通りに
執行した。（ただ
し、負担行為済の一
部予算については23
年度に繰越を行って
いる）
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・東日本大震災の影響等による繰越が発生したため、計画額と実績額に差額
が生じている。
・補助事業者において、適正な調達手続きや予算執行状況（契約や支払等の
状況）を四半期毎に理事会議で役員に報告するなど、適正化を図っている。

・主に施設設備費及び機械器具費について、入札等による業者間の競争によ
り契約差額が発生したこと等のため。
・これまで同様にヒアリング等を通じ、交付申請者に対して、事業の実施に
際しては効率的かつ適正な執行を行うように周知した。

・計画額と実績額の差額は、地方公共団体からの交付申請が予定を下回った
こと等のため。
・これまで同様にヒアリング等を通じ、交付申請者に対して、事業の実施に
際しては効率的かつ適正な執行を行うように周知した。

・非常勤職員手当の計画と実績の差額は、人事院勧告の反映等により当初計
画を下回ったため。
・諸謝金の計画と実績の差額は、諸謝金の辞退者等により当初計画を下回っ
たため。
・省内会議室を使用すること等により、会場借料等の節減に努めた。

・東日本大震災の影響等による繰越が発生したため。
・補助事業者において、適正な調達手続きや予算執行状況（契約や支払等の
状況）を四半期毎に理事会議で役員に報告する等、効率化及び適正化を図っ
ている。

・概ね計画どおり執行した。

・庁費の計画と実績の差額は，当該業務のみに必要な物品等が発生しなかっ
たことにより経費を使用する必要がなかったため。
・旅費について、業務打合せ等を可能な限りメール、電話連絡及び相手方が
他業務で来庁する時などに併せて行うことにより経費の節減に努めた。

・事務費の計画と実績の差額は、経費の節減に努めたため。
・旅費について、業務打合せ等を可能な限りメール、電話連絡及び相手方が
他業務で来庁する時などに併せて行うことにより経費の節減に努めた。
・庁費について、常に当該業務に必要な物品等であるかを精査するとともに
必要最小限のみの購入とすることにより経費の節減に努めた。

・非常勤職員手当の計画と実績の差額は、人事院勧告の反映等により手当額
が当初予定を下回ったため。
・事業進捗調査や打ち合わせ等をメール等で実施することにより、職員旅費
の節減に努めた。
・中間評価検討会を省内会議室を使用すること等により、会場借料等の節減
に努めた。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

295,250 98.2% 4,589 1.5% 0 0.0% 735 0.2% 300,574 100.0%

293,976 99.6% 143 3.1% 155 － 263 35.8% 294,537 98.0%

243,716 93.6% 16,617 6.4% 0 0.0% 60 0.0% 260,393 100.0%

234,134 96.1% 21,280 128.1% 2,998 － 44 73.3% 258,456 99.3%

211,906 99.8% 200 0.1% 100 0.0% 100 0.0% 212,306 100.0%

221,643 104.6% 313 156.5% 171 171.0% 47 47.0% 222,174 104.6%

45,930 96.4% 200 0.4% 200 0.4% 1,300 2.7% 47,630 100.0%

43,506 94.7% 0 0.0% 328 164.0% 79 6.1% 43,913 92.2%

2,411,348 100.0% 150 0.0% 163 0.0% 0 0.0% 2,411,661 100.0%

2,411,198 100.0% 7 4.7% 0 0.0%  △7,204 － 2,404,001 99.7%

270,139 44.2% 340,730 55.7% 504 0.1% 0 0.0% 611,373 100.0%

181,302 67.1% 359,491 105.5% 21,699 4305.4%  △173 － 562,319 92.0%

執行額と予定額の差
は、事業説明会の開
催を省略し、個別に
電話や電子メール等
で指導・助言したこ
と等によるものであ
るが、事業は概ね予
定通り執行した。

地域スポーツ人材
を活用した運動部
活動等推進事業

生涯スポーツ社会
の実現

          47,630

         300,574

         260,393

         212,306

我が国の国際競技
力の向上

中学校武道必修化
に向けた地域連携
指導実践校

ナショナルトレー
ニングセンター競
技別強化拠点施設
活用事業

総合型地域スポー
ツクラブの育成支
援

地域スポーツ指導
者育成推進事業

競技力向上ナショ
ナルプロジェクト

       2,411,661

         611,373

子どもの体力の向
上

執行額と予定額の差
は、実践事例集の作
成が当初の予定より
遅れたこと等による
ものであるが、概ね
予定通りに執行し
た。

執行額と予定額の差
は、委託契約の一部
を第２四半期の契約
としたことによるも
のであるが、概ね予
定通りに執行した。

委託費について、地
域住民向けの総合型
クラブ育成説明会を
追加したことによ
り、契約額が予算額
を上回った。不足額
は、他の事業から流
用した。

概ね計画通り執行し
た。

執行率が低いのは、
委託契約について、
１件当たりの契約額
が、経費見込額を下
回ったこと等のた
め。

見込額と実績額の差
は、７月にブロック
別クラブミーティン
グが集中して全国各
地で開催されたた
め、予定よりも出張
回数が増えたことに
よるもの。

執行実績がないの
は、他事業との関係
上、予定していた本
事業の実施状況調査
を第３四半期以降に
調整したため。事業
は予定どおり進捗し
ている。

実績額と見込額の差
は、都内でヒアリン
グ等を実施したこと
により旅費の支出が
抑えられたものであ
り、事業は予定通り
進捗した。

実績額と見込額の差
は、第二四半期に予
定していた追加企画
公募について、事業
内容と予算執行残等
を鑑みた結果、実施
しなかったことによ
るものであり、事業
は予定どおり進捗し
ている。

委託費は７月に追加
企画公募を実施し、
第一四半期の予算残
額を含め、概ね計画
どおり執行した。
（一部事業は、事業
内容を精査の上、第
３四半期に執行予
定。）

委託費は、夏季強化
拠点の契約額が見込
額を下回り、当該経
費を冬季強化拠点に
配分したため、見込
額を上回った。庁費
は、委嘱事業の示達
相手方との調整に時
間を要したため未執
行となったが、第3四
半期に執行予定。

一部支出が発生した
が概ね計画通りだっ
た。

見込額と実績額の差
は、第2四半期に計画
していた一部事業を
第3四半期に実施した
ため。

見込額と実績額の差
は、計画の変更によ
り、第２四半期に計
画していた実施状況
調査を第3四半期に
行ったため。

実績額と見込額の差
は、第2四半期同様、
調査及び指導を全て
都内で行ったため旅
費の支出が抑えられ
たものであり、事業
は予定通り進捗し
た。

見込額と実績額の差
は、委託費につい
て、追加契約が1件発
生したため。庁費
は、支出委任事業の
示達が完了し執行済
み。

見込額と実績額の差
は、当初第一四半期
に予定していたクラ
ブマネージャー養成
講習会への出席を第
３四半期に変更した
ことによるもの。

見込額と実績額の差
額は、電話や電子
メール等で指導・助
言したことにより出
張回数を減らしたた
め。

見込額と実績額の差
は、事業報告会を省
内会議室でおこなう
ことにより、経費を
節減したことや、協
力者会議を開催せ
ず、有識者から、電
話やメールにて助言
をいただいたことに
より、謝金が発生し
なかったため。

見込額と実績額の差
は、会議を省内会議
室で行ったこと等に
よるため。

実績額と見込額の差
は、東日本大震災の
発生に伴い、一部物
品の納期が遅れ、当
初契約期間内に事業
が完了することが困
難となり、翌年度に
繰越ししたため。

実績額と見込額の差
額は、委託費につい
て、東日本大震災の
発生に伴い、一部物
品の納期が遅れ、当
初契約期間内に事業
が完了することが困
難となり、翌年度に
繰越したこと等によ
るもの。

概ね計画通りだっ
た。
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・委託費において、計画額と実績額に差額が生じた主な要因は、東日本大震
災の発生に伴い、一部物品の納期が遅れ、当初契約期間内に事業が完了する
ことが困難となり、翌年度に繰越ししたこと等のため。

・概ね予定どおり執行した。

・職員旅費の計画額と実績額の差額は、安価なパック料金の適用等による節
約のため。
・委託費の計画額と実績額の差額は、東日本大震災の発生に伴い、一部物品
の納期が遅れ、契約期間内に事業が完了することが困難となり、翌年度に繰
越ししたため。

・諸謝金、職員旅費、委員等旅費、庁費の実績の差額は、事業説明会を省略
し、個別対応をおこなったため。
・委託費の計画額と実績額の差額は、公募の結果、契約額が計画より下回っ
たため。
・事業報告会を省内会議室で行うことにより、会場借料等の節減に努めた。

・職員旅費の計画額と実績額の差額は、電話や電子メール等で指導・助言し
たことにより出張回数を減らしたため生じた。
・委託費の計画額と実績額の差額は、総合型クラブの育成説明会を追加して
契約したため。

・概ね予定どおり執行した。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

4,968,431 99.9% 1,918 0.0% 2,225 0.0% 2,027 0.0% 4,974,601 100.0%

4,967,987 100.0% 348 18.1% 1,729 77.7% 1,332 65.7% 4,971,396 99.9%

4,416,747 92.8% 228 0.0% 341,945 7.2% 791 0.0% 4,759,711 100.0%

4,384,820 99.3% 288 126.3% 30 0.0% 326,279 41248.9% 4,711,417 99.0%

140,000 12.5% 280,968 25.0% 560,969 49.9% 141,646 12.6% 1,123,583 100.0%

354,512 253.2% 220,594 78.5% 279,150 49.8% 225,672 159.3% 1,079,928 96.1%

207,125 96.2% 2,560 1.2% 3,310 1.5% 2,256 1.0% 215,251 100.0%

204,470 98.7% 591 23.1% 504 15.2%  △19,445 -861.9% 186,120 86.5%

30,748 72.4% 952 2.2% 3,947 9.3% 6,849 16.1% 42,496 100.0%

18,510 60.2% 13,939 1464.2% 1,746 44.2% 4,102 59.9% 38,297 90.1%

4,818,849 22.3% 5,851,242 27.0% 5,479,964 25.3% 5,494,742 25.4% 21,644,797 100.0%

4,678,601 97.1% 5,511,009 94.2% 5,566,165 101.6% 5,671,576 103.2% 21,427,351 99.0%

      20,820,260

139.2%

1.0%

300,105

215,603

99.8%

100.0%

20,783,180

20,820,260

－

0.0%

218,622

0

69.3%

4.1%

597,620

862,410

99.6%

94.8%

19,666,833

19,742,247

国費外国人留学生
制度

海賊版対策事業

「生活者としての
外国人」のための
日本語教育事業

芸術による国際交
流活動への支援

優れた芸術活動へ
の重点的支援

国宝重要文化財等
保存整備費補助金

子どものための優
れた舞台芸術体験
事業

       4,974,601

日本文化の発信及
び国際文化交流の
推進

国際交流の推進

文化芸術振興のた
めの基盤の充実

芸術文化の振興

文化財の保存及び
活用の充実

       1,123,583

         215,251

      21,644,797

          42,496

       4,759,711

概ね計画通り執行し
た。

見込額と実績額の差
額については、一部
の調査業務等が、第
２四半期以降実施す
ることになり見込額
を下回ったこと等に
よるもの。

概ね計画通り執行し
た。

概ね計画通り執行し
た。

執行額と計画額との
差は、補助金におい
て公募による採択額
が予定より少なかっ
たこと等によるもの
であり、概ね予定通
り執行した。差額は
第2四半期以降に支出
予定。

芸術祭等運営費の契
約を前倒しした等の
ため、予定額以上に
執行することができ
た。

職員旅費の計画と実
績の差額は、調査対
象が遠方であったた
めである。

芸術祭等運営費につ
いては、前倒しで第
１四半期に契約を締
結したものがあった
ことがあげられる。

見込額と実績額の差
額は、一部の実態調
査業務等が第３四半
期移行実施すること
となり、見込額を下
回ったこと等によ
る。差額は、第３四
半期以降に支出予定
である。

会議が9月中旬から10
月上旬の開催となっ
たことにより実績額
が見込額を下回っ
た。

災害により被災した
文化財の災害復旧
等、事業着手の準備
が整った事業の交付
決定や、既に交付決
定した事業の事業計
画の変更の必要が生
じたため、変更交付
決定を行い、見込額
と差額が生じてい
る。

見込額と実績額の差
額は、一部の実態調
査業務等が第４四半
期に実施することと
なり、見込額を下
回ったこと等によ
る。差額は、第４四
半期に支出予定であ
る。

事業着手の準備が
整った事業の交付決
定や、既に交付決定
した事業の事業計画
の変更交付決定を
行ったが、一部事業
については、事業計
画の調整等が必要と
なり交付決定を見
送ったため、見込額
と差額が生じてい
る。

芸術祭等運営費につ
いては、審査委員会
の結果、第３四半期
に事業を実施する事
業の採択が予定より
少なかったこと、採
択事業の実施時期の
第４四半期への変更
等によるもの。

諸謝金については、
会議が9月中旬から10
月上旬の開催となっ
たことにより、実績
額が見積額を上回っ
た。委員等旅費につ
いては、視察件数が
予定より少なかった
こと、視察先が近隣
となったことから、
実績額が見積額を下
回った。

実績額と見込額の差
は、文化芸術振興費
補助金について、予
定していた補助事業
者からの交付申請が
１月になったこと等
のため。

文化芸術振興委託費
について、額の確定
時の実施経費の精算
等で、支出額が減と
なったもの。

芸術祭等運営費につ
いて、請負事業の内
容を精査し、より効
率的な事業の執行を
図るための変更を
行ったことにより当
初見込額より少ない
執行額となった。

事業着手の準備が
整った事業の交付決
定や、既に交付決定
した事業の事業計画
の変更の必要が生じ
たため、変更交付決
定を行い、見込額と
差額が生じている。

芸術祭等運営費につ
いては、審査委員会
の結果、第４四半期
に事業を実施する事
業の採択が予定より
多かったことに加
え、採択事業の実施
時期の第４四半期へ
の変更等による差額
が生じているもの。

委員等旅費につい
て、視察件数が予定
より少なかったこ
と、視察先が近隣と
なったことから、実
績額が見込額を下
回った。

実績額と見込額の差
は、文化芸術振興費
補助金について、１
２月に予定していた
補助事業者からの交
付申請が１月になっ
たためである。

56

50

51

52

外国旅費について
は、第３四半期に予
定していた協議等が
第２四半期に行われ
たため、当初見込額
より少ない執行額と
なった。芸術祭等運
営費については、二
国間協議で使用する
資料を自ら翻訳する
など、無駄を省い
た。

見込額と実績額の差
額については、主
に、第一四半期に予
定していた一部の業
務について、第二四
半期に実施したため
であり、概ね計画通
り執行できた。

53

54

55

外国人留学生の採用
状況により、執行額
が予定より下回った
が、概ね計画通りに
執行した。

外国人留学生の採用
状況により、執行額
が予定より下回った
が概ね計画どおり執
行した。

外国人留学生の採用
状況により、執行額
が予定より上回った
が、概ね計画通り執
行した。

外国人留学生の採用
状況により、執行額
が予定より上回った
が、概ね計画通り執
行した。

・文化芸術振興費補助金の計画と実績の差額は，公募による採択額が予定よ
り少なかったこと及び東日本大震災による事業の一部中止等による。
・公募による採択額が予定より少なかったこと等による残額については執行
しないこととした。

・委員等旅費の計画と実績の差額は，視察件数が予定を下回ったこと、視察
先が近隣となったこと等のため。

・都道府県を通じて、市町村、所有者等の事業者と調整を行い、事業着手の
準備が整った事業の交付決定や、既に交付決定した事業の事業計画の変更交
付決定を計画的に行った。

・「政府開発援助外国人留学生給与」及び「政府開発援助外国人留学生招致
及び帰国旅費」の差額は、外国人留学生の採用状況により執行額が下回った
ため。

・芸術祭等運営費の計画と実績の差額は，公募による採択時に比べ契約額が
小さかったため。
・審査を行う協力者会議を省内会議室を使用すること等により，会場借料等
の節減に努めた。

・外国旅費の計画と実績の差額は、東日本大震災の影響を受け、予定してい
た外国出張が取りやめとなったこと等のため。
・芸術祭等運営費の計画と実績の差額は、請負事業の内容を精査し、より効
率的な事業の執行を図るための変更を行ったこと等のため。
・請負事業の内容を精査すること等により、芸術祭等運営費の節減に努め
た。

・委託費の計画と実績の差額は，額の確定時の実施経費の精算等で，支出額
が減となったもの。
・第３四半期までに発生している委託費の未執行額については執行しないこ
ととした。



（単位：千円）

上段：支出負担
行為予定額(B)

上段：B/A
上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：D/A
上段：支出負担
行為予定額(F)

上段：F/A
上段：支出負担
行為予定額(H) 上段：H/A

上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：支出負担
行為実績額(C)

下段：C/B
下段：支出負担
行為実績額(E)

下段：E/D
下段：支出負担
行為実績額(G)

下段：G/F
下段：支出負担
行為実績額(I) 下段：I/H

下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

計画作成対象
事業経費名

施策目標名

第１四半期

執　　行　　計　　画

第２四半期 第３四半期 第４四半期
（出納整理期間を含む）

合　　計
平成２２年度
補正後予算額

(A)

四 半 期 毎 の 自 己 評 価

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

NO 年度終了後の自己評価

120,000 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 120,000 100.0%

119,094 99.2% 0 0.0%  △14,556 － 0 0.0% 104,538 87.1%

0 0.0% 0 0.0% 112,508 100.0% 0 0.0% 112,508 100.0%

0 0.0% 0 0.0% 90,438 80.4% 0 0.0% 90,438 80.4%

2,418,284,059 75.3% 175,289,164 5.5% 223,597,104 7.0% 394,161,747 12.3% 3,211,332,073 100.0%

2,416,022,404 99.9% 156,572,252 89.3% 194,583,226 87.0% 237,726,308 60.3% 3,124,745,363 97.3%

－

当初の計画通り、第
１四半期にて公募・
審査を行い、委託対
象事業及び委託事業
実施期間を決定する
ことができた。

計画のとおり執行実
績なし。

   3,211,332,074

58

合　　計

57

国際協力の推進

         120,000

         112,508
民間ユネスコ活動
への助成

日本／ユネスコ
パートナーシップ
事業

補助対象事業・団体
の決定に際し、国内
の各種民間ユネスコ
活動の現状分析等を
進めていたため、公
募要領等の制定を経
て公募の開始に至ま
でに時間を要したた
め。

採択先の３団体より
事業計画の見直しが
あり、契約額を減額
したい旨の連絡が
あったため、１１月
に契約内容の見直し
を行った。

１０月末の審査委員
会を経て１１月上旬
に内定通知を発出。
内定通知を発出した
全ての補助団体等に
対して１２月上旬に
交付決定を行った。

計画のとおり執行実
績なし。

計画のとおり執行実
績なし。

・審査委員会で採択された５件について経費の精査を行った結果、当初想定
された金額よりも約２,０００万円低い額での交付決定となった。次年度以
降は、交付決定時期を早期化することにより、不用額が生じた場合に再公募
等の対応がとれるよう実施を改善したい。
・申請者から提出された事業計画に基づき、事業遂行のための必要性や効率
性の観点から所要経費を精査し、交付決定額を決定した。

・委託先８団体のうち３団体より、当初の事業計画を見直し契約額を減額し
たい旨の申し出があったため、契約の見直しを行った。
・申請者から提出された事業計画に基づき、事業遂行のための必要性や効率
性の観点から所要経費を精査し、契約額を決定した。

※「平成22年度補正後予算額（A）」には、補正後予算額に加え、年度途中に行った流用等による増減額が含まれる。



（単位：千円）

上段：B/A 上段：D/A 上段：F/A 上段：H/A
上段：支出負担
行為予定額(J)

上段：J/A

下段：C/B 下段：E/D 下段：G/F 下段：I/H
下段：支出負担
行為実績額(K)

下段：K/J

12.1% 26.5% 38.7% 22.8% 55,027 100.0%

66.5% 75.4% 75.1% 140.5% 49,002 89.1%

17.4% 21.2% 33.7% 27.7% 94,474 100.0%

114.7% 85.5% 73.0% 77.3% 79,427 84.1%

20.9% 21.2% 23.7% 34.2% 2,175,436 100.0%

89.4% 80.9% 94.1% 77.8% 1,843,582 84.7%

50.0% 16.7% 16.7% 16.7% 5,906 100.0%

88.0% 108.0% 114.2% 105.1% 5,821 98.6%

35.4% 17.9% 23.5% 23.3% 1,078,707 100.0%

84.5% 98.2% 91.2% 72.4% 924,663 85.7%

11.5% 74.7% 7.7% 6.1% 211,828 100.0%

370.9% 24.3% 248.5% 281.5% 205,367 96.9%

15.6% 23.0% 29.8% 31.7% 2,459 100.0%

39.9% 123.9% 34.7% 125.3% 2,083 84.7%

22.5% 22.4% 28.4% 26.7% 412,484 100.0%

79.7% 92.8% 85.5% 110.5% 381,484 92.5%

14.4% 21.6% 35.3% 28.7% 48,581 100.0%

53.6% 124.7% 54.5% 114.4% 42,134 86.7%

24.1% 23.3% 23.9% 28.7% 4,084,902 100.0%

93.5% 76.7% 93.1% 83.1% 3,533,563 86.5%

支　出　負　担　行　為　に　関　す　る　計　画　（ 事 務 経 費 ）

執　　　行　　　計　　　画

第１四半期 第２四半期 第３四半期
第４四半期

（出納整理期間を含む）
合　　計

四　半　期　毎　の　自　己　評　価

予　算　科　目

第２四半期

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

第３四半期

第３四半期での入札不調
案件を第４四半期に執行
等したことによる。

震災対応のため、実績額
が計画額を上回った。

概ね計画通りに執行し
た。

第４四半期において震災
の影響により契約変更す
るなど、予定どおりの負
担行為が行えなかった案
件が発生した。

概ね計画通りに執行し
た。

第２四半期での入札不調
案件を第３四半期に執行
等したことによる。

概ね計画通りに執行し
た。

48,581

3,739 13,059

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

第１四半期に計画を前倒
ししたこと及び入札の不
調による執行の遅れ等の
ため。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行し
た。

予定していた出張が中止
となった等のため、実績
額が見込みを下回った。

概ね計画通りに執行し
た。

予定していた出張が中止
となった等のため、実績
額が見込みを下回った。

オンライン行政事務処理
システム改修の見直し等
のため、実績額が見込み
を下回った。

実績額と予定額の差は入
札差額等によるものであ
り、概ね計画通りに執行
した。

第１四半期未執行分も含
め、概ね計画通りに執行
した。

概ね計画通りに執行し
た。

第1四半期未執行分も含
め、概ね計画通りに執行
した。

概ね計画通りに執行し
た。

概ね計画通りに執行した。

40,729

732

117,290 110,131

（項）文化庁共通費（Ｂ）

各 所 修 繕

16,390 12,816

412,484

第４四半期において震災
の影響により契約変更す
るなど、予定どおりの負
担行為が行えなかった案
件が発生した。

38,409

779

254 976

36,073

情 報 処 理 業 務 庁 費

73,917 85,657

第２四半期に予定してい
た計画を前倒ししたた
め。

121,668

6,981 10,472 17,166 13,962

庁 費

職 員 旅 費 2,459

153 700

383 565

92,741 92,322

158,31224,310

17,145

情 報 処 理 業 務 庁 費 1,078,707

322,194

庁 費 2,175,436

405,593

453,697

189,289

211,828

90,156

国 会図書館支部庁費 5,906

20,06116,401

462,013

381,469 192,680

2,599 1,064

9852,953

373,588

4,408

上段：支出負担
行為予定額(B)

外 国 旅 費 94,474

18,817

職 員 旅 費 55,027

6,633

下段：支出負担
行為実績額(C)

第４四半期
（出納整理期間を含む）

第１四半期

上段：支出負担
行為予定額(F)

平成２２年度
補正後予算額

（A)

10,985

下段：支出負担
行為実績額(G)

17,622

下段：支出負担
行為実績額(I)

14,562

15,987

21,293 12,539

下段：支出負担
行為実績額(E)

578,323

984 984

231,324 181,856

1,124 1,034

251,032253,526

9,359 15,977

100,242

26,15531,857

20,22023,245

743,214516,512

486,078

908,342

4,084,902

985,568 951,972

921,576 729,896 973,749

年度終了後の自己評価

（項）文部科学本省共通費（Ａ）

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

上段：支出負担
行為予定額(D)

上段：支出負担
行為予定額(H)

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

概ね計画通りに執行した。

（Ａ）＋（Ｂ）

合 計

975,750 1,171,612

別紙３（資料１－１）
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